
 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

                                 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先 TEL： ０９０－３７３４－００８７（代表：森） 

※電話に出られないこともありますので、留守電に伝言をお願いします。 

 

 

令和 5年 1月発行 

年１月発行 

表  紙・・・がまだしもん紹介

Ｐ１～３・・・お知らせ掲示板 1 月～３月（イベント情報） 

八代のがまだしもんを紹介！ 

八代少年少女合唱団 
１９７４年創立、まもなく創立５０周年を迎えます。 

私たちの活動の目標は、歌やダンスが上手になること

ではなく、子供たち一人一人が社会に出て輝ける大人に

なることです。 

現在、園児から高校２年生までの団員が、声作りや音

楽作りを大切にしながら毎週日曜日に楽しくレッスン

をしています。レパートリーは、クラシックから映画音

楽などのポピュラー音楽まで幅広く、ミュージカルにも

取り組んでいます。毎年開催していた定期演奏会がコロ

ナ禍の中で実施できていませんでしたが、３年ぶりの実

施に向けて頑張っています。今後は以前のように各種イ

ベント出演や県内外の合唱団との交流会や交歓演奏会

を開催し、友好の輪を拡げていきたいと思っています。 

 

☆☆★ 八代少年少女合唱団では、団員を募集しています ★☆☆ 

♪ 八代市内および周辺に住む園児～小６の男・女児で歌の好きな人なら誰でも 

（中学生以上の希望者もご相談ください） 

♪ 毎週日曜日に、代陽コミュニティーセンターで練習をしています。 

  小４以下 14：00～15：15  小 5 以上 13：00～17：00 

♪ 見学や体験入団、いつでもお待ちしています。 

♪ 入団テストはありませんのでお気軽にどうぞ。 
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１月 21 日（土）午後１時～午後４時  会場：桜十字ホールやつしろ 多目的ホール 
 
内容 
・令和２年豪雨災害パネル・防災関連パネル展示 
・体験コーナー ○災害時のトイレの使い方 ○非常持出品チェックと重量体験 

○ペットの避難所への同行避難の基本 ○防災腹話術さくらちゃん一座 ○マイタイムライン ○ピクトグラム  
○収容避難所開設要領 ○段ボールベッド・トイレの作成 ○自主防災組織運営の基本 ○防災食の紹介 
○浸水体験ドア ○スタンプラリーで防災食プレゼント‼  

  ・講演会「土木技術者からみた水防災と暮らし方」 松永昭吾氏（株式会社インフラ・ラボ代表取締役） 
  ・博多あんあんリーダー会東支部・日本防災士機構認証 
  

参加団体  国土交通省八代河川国道事務所、熊本県河川課、八代市危機管理課 
         博多あんあんリーダー会東支部、ボーイスカウト八代第 5 団、エコユースやつしろ 
  

問合先：次世代のためにがんばろ会 ﾒｰﾙ: kankyo@eco-yukarin.info  TEL:080-5253-5081（松浦） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

掲載イベントについては新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントが中止・延期となる場合があります。
掲載されているイベント情報の詳細については、各種イベントの問合せ先までお問い合わせください。 

 

やつしろＮＰＯ情報！ 

令和 2 年豪雨災害で球磨川流域での被害は大変大きいもので、その傷跡は今も残っています。 

水防災フェスタでは、防災の専門家、団体、行政などの参加を得て、防災関連の展示・相談会による災害時

の対処法を知ることで、地域での水防災意識を高めます。  

 

次世代のためにがんばろ会 水防災フェスタ  

 

 

 

日 時 １月８日（日）、２月５日（日）、 

３月５日（日） 

すべて午前 9 時～12 時    

場 所  大村町自治公民館（八代市大村町 708） 

内 容 「こどもたちの学びたい」を応援します。 

「授業でわからない」、「問題が解けない」を

高校生のお兄さん、お姉さんが教えてくれ

ます。教科書、問題集、宿題などを持って参

加してください。勉強が終わった後は、ちょ

っとした遊びも行います。 

対 象  小・中学生（送迎はいたしませんのでご

注意ください） 

参加料  無料 

問合先  

特定非営利活動法人 やつしろ紡ぎの会  

中路（TEL:090-7467-4758） 

仕事等で応答できない場合には返信いたします。    

 

 外国人の方々が、日本語習得を目的として、地

域日本語支援やつしろクラブの会員と一緒に日

本語を学習しています。母国の話や日本での体験 

の様子を交えて、その学習成果を発表します。ぜ

ひ聞きにおいでください。 

日 時 ２月 26 日（日） 

午後２時～４時 

場 所  桜十字ホールやつしろ 多目的ホール 

内 容  日本語習得を目的として、日々奮闘して 

いる外国人の方々の一年間の学習成果 

を発表します。 

対 象  どなたでも参加できます 

参加料 無料 

問合先 

地域日本語支援やつしろクラブ  

内山（TEL:0965-35-4285）    

 
無 料 
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九州国際スリーデーマーチ 2023 と共催で開催いたします。 

本ウォークは、病気や災害等で親を亡くした子供達の進学支援について、参加者が共に考えな

がら５キロを歩くボランティア活動です。自分のペースで歩いていただき、途中、自然・歴史探

索を楽しみながら、自らの健康増進と仲間作りに、ご家族お揃いで気軽に参加してください。 

 

日 時   ３月５日（日）午前９時（受付開始） １０時１５分（開会） 

場 所   桜十字ホールやつしろ 多目的広場 九州国際スリーデーマーチ会場 

      【会場内に、あしながボランティアウォーク専用受付があります。】 

対 象   ボランティアに興味のある方は、どなたでも参加できます。 

参加料金等 大人・大学生 500 円  中・高校生 300 円  小学生以下 100 円 

      感染予防を行いながら実施いたしますので、マスクをご持参ください。 

問合先 

 あしながボランティアウォーク八代実行委員会（24 時間テレビ八代ボランティア協力会） 

 TEL：090-4585-1991（柴田） FAX：050-3145-2692 ☆当日、窓口で受付ができます。 

やつしろＮＰＯ情報！ 

会員

『男女がともにいきいきと暮らせる社会』について、みなさんに理解を深めていただくことを目的に『いっ

そ DE フェスタ 2023』を開催します。 

【講演会】 

演 題：『SDGs とジェンダー～持続可能な地域社会の処方箋～』 

講 師：大崎 麻子さん（ジェンダー・スペシャリスト/ジェンダーアドバイザー） 

※託児無料（要予約）、手話通訳あり  

同時中継でオンライン配信も行います。※オンライン配信視聴希望の方は事前の申し込みが必要で 

す。アーカイブは残りません。 

詳しくは本庁舎、各支所、各コミュニティセンター他市内各所に設置しているチラシ・ポスター  

または市ホームページをご覧下さい。 

対 象：一般・どなたでも 定員２５０名（配信は定員なし） 

参加料等：無料（配信の通信料は視聴者負担） 

申込・問合先：いっそ DE フェスタ実行委員会事務局（人権政策課内） 
TEL:0965-30-1701   FAX:0965-46-1950 

ﾒｰﾙ:gender-equal@city.yatsushiro.lg.jp 

「いっそ DE フェスタ 2023」開催！ 
２月１２日（日）１３時開演（１２時半開場） 

会場：桜十字ホールやつしろ 市民ホール

八代市男女共同参画社会づくりネットワーク（通称：みらいネット）では、今回のイベントの他、 

定例会や会員学習会といった様々な活動をしています。会員を随時募集しておりますので、見学から

でもお気軽にご参加ください。 
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やつしろＮＰＯ情報！ 

 

 

 
 
 

「やつしろＮＰＯ情報！」第７０号：令和５年 1月発行  
発行・作成元 八代市市民活動政策課 ℡0965-33-4482 

★第７０号をお届けしました。今後も皆さんの役に立つ情報を発信できることを目標に作成してまいります。 

★イベントや募集情報・お知らせ、ＮＰＯやボランティア活動に関するご意見などもお待ちしています。 

次号は令和 5年４月発行予定です。 

★助成金情報★ 
詳細は各ホームページをご確認ください。 

 

 人権擁護・救済センター 

（ハートフルちなもい）のご案内 
 

日時：毎週月曜日（平日）正午～午後２時 
場所：八代市大手町 1-59-２ 八代教育会館内 

   （相談者の希望する場所でも可能） 

内容：人権擁護・救済を求める相談内容の関係調整 

方法：関係調整相談員による電話または面談 

（場合によっては相手方とも対応可能） 

費用：関係調整に伴う費用は原則無料 

電話：0965-32-3030（留守電は自動的に事務局に転送） 

事務局：090-9653-5862（森永俊彦） 
問合先：人権 NPO ちなもい事務局（岩本和子:氷川町立宮原

小学校）TEL 090-5742-0183 
ﾒｰﾙ：iwa_kazuchan@ret.bbiq.jp 

 

人権啓発本『人権 わがまちの履歴書』のご案内 
（著者：『人権 わがまちの履歴書』編集委員会） 
『部落解放運動編』2019 年 9 月発行 
『人権啓発活動編』2021 年 1 月発行 
 

第７回「『初雪のころ』に寄せて 
～人権のまちづくりへの道筋～」 

講師：森永俊彦さん（人権 NPO ちなもい会員） 
日時：２月１０日（金）午後６時 30 分～午後８時 
場所：西宮・上日置教育集会所 

（八代市上日置町 1852-3） 
対象：人権 NPO ちなもい会員、一般の方 
参加料金等：人権 NPO ちなもい：300 円、 
      一般：500 円 
問合先：人権 NPO ちなもい事務局 
    （岩本和子：氷川町立宮原小学校） 
     TEL 090-5742-0183 

ﾒｰﾙ：iwa_kazuchan@ret.bbiq.jp

2022 年度ちなもい塾「人権 わがまちの履歴書」 

 

1980 年代、被差別部落で暮らす優子さん（仮名）と出
会った講師は、彼女の少女時代や結婚、育児、労働、部落
解放運動に関する語りを丁寧に聴き取り記録してきまし
た。 

「初雪のころ」は、それらを参考にしてできた優子さん
の自伝的読み物で、人権同和教育教材読本『きずな 高校
版』（熊本県同和教育研究協議会、1996 年発行）に初めて
掲載され、2019 年 1 月発行の『人権 わがまちの履歴書 
部落解放運動編』にも掲載されました。優子さんとの出会
いから 40 年近く経ち、昨年古希を迎えた講師は、現在も
「人権のまちづくり」をライフワークとしてさまざまな活
動をしています。 

今回の学習会では、差別のない世の中を心から願った優
子さんの思いに重ねながら、八代地域の「人権のまちづく
り」への道筋を皆さんたちと明らかにしていきます。 

《ノエビアグリーン財団》～２月２８日（火）12 時必着 
■2022 年度 公益財団法人ノエビアグリーン財団 助成事業 http://www.noevirgreen.or.jp/grants/index.htm 

 
《ラッシュジャパン》～２月 28 日（火）必着 

■LUSH チャリティバンク https://weare.lush.com/jp/lush-life/our-giving/charity-pot/ 
 

《日本フィランソロピック財団》～1 月 13 日（金）17 時必着 
■第２回「ソーシャル・グッド基金」助成 https://np-foundation.or.jp/information/000099.html 

 
《全日本冠婚葬祭互助協会》～1 月 31 日（火）必着 

■第 24 回(2022 年度)社会貢献基金 https://www.zengokyo.or.jp/social/fund/ 
 

『人権わがまちの履歴書 部落解放運動編』は、1975 年の地区認定闘争以来、今日までの八代地域の部落差別の解消に向けた具体的取組を
中心にまとめてあります。また、『人権 わがまちの履歴書 人権啓発活動編』は、1975 年以降、八代地域で発生したさまざまな人権課題
の解決に向けた道筋を丁寧に辿ることで取組の成果や教訓、展望などを明らかにし、今後の人権啓発活動に貢献できる内容としてまとめま
した。ぜひ、個人購読をはじめ、八代管内の事業所やコミュニティセンター、図書館などで手にとって読んでいただくことで、八代地域の
官民一体で取り組んでいる「人権のまちづくり」に大いに寄与できることを期待します。 

問合先：人権 NPO ちなもい事務局（岩本和子：氷川町立宮原小学校）TEL 090-5742-0183 ﾒｰﾙ：iwa_kazuchan@ret.bbiq.jp

 

 

2019 年 11 月に発足した人権擁護・救済センターハートフ

ルちなもいは、学校教育（不登校、いじめ、単位未認定）、生

活自立、水俣病申請、旧優生保護法による不妊手術、地域生活

（孤立、セイフティネット）、税金、新型コロナウイルス感染

症（偏見、排除）、障がい者に対する合理的配慮、パワハラ、

セクハラ、外国籍の方の在留資格など、さまざまな相談案件

で、相談者の人権を擁護し救済するため、相手方との関係調整

を行いながら問題の改善をめざして活動しています。 

 

http://www.noevirgreen.or.jp/grants/index.htm
https://weare.lush.com/jp/lush-life/our-giving/charity-pot/
https://np-foundation.or.jp/information/000099.html
https://www.zengokyo.or.jp/social/fund/

